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特
集
相
馬
の
は
じ
ま
り



飛馬ン
HUMAN

相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会
会
長

福
嶋
直
人
（
ふ
く
し
ま
・
な
お
と
）

地
域
の
結
束
力
が
相
馬
ね
ぷ
た
の
一
番
の
特
徴
！

ね
ぷ
た
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、

少
年
の
こ
ろ
。
自
宅
の
あ
る
相
馬

地
区
で
運
行
さ
れ
る
子
ど
も
会
ね

ぷ
た
を
羨
望
し
て
い
た
。
成
長
を

重
ね
て
も
ね
ぷ
た
へ
の
憧
れ
は
色

あ
せ
な
か
っ
た
が
、
愛
好
会
に
参

加
す
る
の
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。

「
偏
見
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
愛
好
会
と
い
う
の
は
農
家

の
人
た
ち
の
集
ま
り
だ
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
躊
躇
し
て
い

ま
し
た
。
実
家
は
も
と
も
と
勤
め

人
の
家
で
、
わ
た
し
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
の
で
」

そ
ん
な
な
か
相
馬
ね
ぷ
た
に
転

機
が
訪
れ
る
。
平
成
１
８
年
（
２

０
０
６
）
の
市
町
村
合
併
で
相
馬

村
が
弘
前
市
に
な
っ
た
こ
と
を
契

機
に
、
Ｊ
Ａ
相
馬
村
青
年
部
が
中

心
と
な
っ
て
相
馬
地
区
全
体
を
ま

と
め
る
「
相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会
」

「
町
ご
と
で
運
営
し
て
い
る
愛

好
会
も
多
い
な
か
、
こ
れ
だ
け

広
い
地
域
で
１
６
も
の
町
が
団

結
し
て
い
る
の
は
弘
前
市
の
な

か
で
は
相
馬
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
職
業
・
立
場
・

年
齢
の
人
の
力
を
結
集
で
き
る

の
が
、
相
馬
ね
ぷ
た
の
一
番
の

強
み
で
し
ょ
う
」

今
年
の
ね
ぷ
た
ま
つ
り
は
感

染
症
対
策
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
例
年
ど
お
り
の
盛

大
な
も
の
に
な
る
予
定
だ
。
福

嶋
会
長
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら

初
め
て
の
本
格
開
催
だ
。

「
楽
し
く
事
故
な
く
、
と
い
う

の
が
一
番
で
す
が
、
会
員
た
ち

の
心
の
内
で
は
『
昔
の
ね
ぷ
た

を
取
り
戻
し
た
い
、
他
の
地
区

に
負
け
な
い
す
ば
ら
し
い
も
の

を
披
露
し
た
い
』
と
い
う
熱
意

が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

後
継
者
育
成
と
い
う
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
相
馬
ね
ぷ

た
が
相
馬
の
人
々
の
親
睦
の
場
、

結
束
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
つ

ま
で
も
存
続
で
き
る
よ
う
、
会

員
た
ち
の
熱
い
心
を
受
け
継
い

で
い
き
た
い
で
す
ね
」

会
長
就
任
４
年
目
、
ね
ぷ
た

へ
の
愛
情
と
意
気
込
み
は
ま
だ

ま
だ
上
昇
中
だ
。

が
発
足
し
た
。

「
初
代
会
長
に
就
い
た
三
上
正
人

さ
ん
が
『
農
家
も
会
社
員
も
大
人

も
子
ど
も
も
男
女
も
な
く
、
相
馬

に
住
む
、
あ
る
い
は
相
馬
に
関
係

す
る
す
べ
て
の
人
が
集
ま
る
場
に

し
た
い
』
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
た
ん
で
す
」
。
福
嶋
会
長
が
愛

好
会
に
参
加
し
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
３
年
目
の
こ
と
だ
。
初
代
会
長

の
方
針
は
今
も
守
ら
れ
て
い
て
、

愛
好
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
・

職
業
の
人
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
女

性
も
。
い
ろ
ん
な
垣
根
を
越
え
て

相
馬
の
人
々
が
集
ま
っ
て
力
を
合

わ
せ
て
い
る
の
が
相
馬
ね
ぷ
た
の

大
き
な
特
徴
だ
、
と
福
嶋
会
長
は

い
う
。

1985年、藤沢生まれ。普段は遊漁船の
船⾧として、青森県近海の洋上に立っ
ている。無報酬の会⾧職は「好きじゃ
ないとできないよね」。何かと苦労も
多いはずだが、その表情はつねに笑顔

コロナ前、福嶋さんが副会⾧時代の令和元年（2019）
のねぷた。この当時の盛大さが戻ってくる？

さる6月11日に小屋掛けが行わ
れ、今年の相馬ねぷたが本格
的にスタートした
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初めて参加し
た1年生たち

協力し合って
ラベンダーを
植栽

相馬中生がラベンダーロードを整備！

５月31日（水）、相馬中学校の全校生徒が恒例のラベンダー
ロード整備活動を実施しました。当日はやや風が強めだったもの
の快晴に恵まれた絶好の活動日和。１～３年生の全校生徒が学年
ごとに割り振られたブロックで、除草、ラベンダー苗の植栽、道
路周辺のゴミ拾いなどを行いました。今回が初めての活動となる
１年生のある生徒は、「暑かったけど、いろんな生物がいて楽し
かったです」。一方、「普段からりんご畑を手伝っているので、
それに比べれば簡単で楽でした」と３年生はさすがの貫禄。それ
でも、今年で最後？ と水を向けると、「ちょっと寂しいけど、
みんなとやれてよかった。今までで一番楽しかったです。いい思
い出になりました」（女子生徒）と話していました。

相馬小３年生が
摘果に挑戦‼

夏日を記録した6月6日（火）、相馬小学校3
年生17名の児童がりんご体験学習にのぞみま
した。2回目となる今回は、実すぐり（摘果）。
前回の授粉から一歩進んで直接りんごにふれ
る作業とあって、児童たちのモチベショーン
もさらに上がっていたようです。
ただし、中心果を残してまわりの実を摘む作
業はけっして簡単ではありません。当初はな
かなかうまく摘むことができず苦労する児童
も多かったようですが、徐々にコツをつかむ
児童も増え、みな積極的に摘めるりんごを探
し回っていました。JA相馬村女性部の協力で
行われているこの体験学習は、全6回の予定。
最後は自分で収穫したりんごをスイーツにす
る計画もあるとか。どんなお菓子ができるの
か、とても楽しみです。

脚立に登って高所の実すぐりにも挑戦

「（指の）骨が折
れそうだったけど、
楽しかった！」と
ある児童

5年ぶりに開催の
相馬ソフトボール大会
紙漉沢チームが優勝！

相馬地区体育協会（沢田一会⾧）が主催する
相馬地区ソフトボール大会が6月25日（日）、
相馬球場で開催され、紙漉沢チームが優勝し
ました。5年ぶりの開催となる今回は７チーム
が参加。決勝は、前回優勝の五所チームと紙
漉沢チームの対戦となり、紙漉沢チームが競
り勝ちました。

いよいよ、ねぷたの季節が始まりました！ ６
月11日（日）、相馬ねぷた愛好会による小屋掛
けが行われ、令和5年度の相馬ねぷたが本格的に
スタートを切りました。新型コロナウイルス対
策も緩和され、今年のねぷたは久しぶりに盛大
かつ熱気あふれたお祭りになりそうです。

園主の山内牧さんから
取り方を教えられ興味
津々の児童たち

相馬ねぷたが
本格スタート！

優勝した紙漉沢チーム



縄
文
時
代
か
ら
栄
え
た
相
馬
は

東
北
の
邪
馬
台
国
だ
っ
た
？

　

青
森
市
の
三
内
丸
山
遺
跡
や
弘
前
市

の
大
森
勝
山
遺
跡
な
ど
の
縄
文
遺
跡
群

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の

は
、令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
も
わ
か
る
と
お

り
、
青
森
県
域
は
先
史
時
代
か
ら
日
本

で
最
も
栄
え
た
地
域
の
一
つ
で
し
た
。

相
馬
地
域
も
か
な
り
古
く
か
ら
開
け
た

地
域
だ
っ
た
よ
う
で
す
。と
い
う
の
も
、

縄
文
時
代
前
期
か
ら
中
期
（
だ
い
た
い

５
０
０
０
～
４
０
０
０
年
前
く
ら
い
）

の
遺
跡
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
水
田
稲
作
が
始
ま
る
は
る
か
以

前
か
ら
、
人
々
が
営
々
と
暮
ら
し
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
伝
承
の
域
を
出
ま
せ
ん

が
、
相
馬
地
区
の
藤
沢
に
あ
る
持
寄
城

跡
に
は
、
も
と
も
と
津
軽
を
統
括
す
る

メ
ノ
コ
と
い
う
女
性
首
長
が
住
ん
で
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
津

軽
の
女
王
。
古
代
の
女
王
と
い
え
ば
邪

馬
台
国
の
女
王
・
卑
弥
呼
が
思
い
浮
か

び
ま
す
が
、
メ
ノ
コ
と
卑
弥
呼
、
な
に

か
似
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
せ
ん
か
？　

相
馬
が
邪
馬
台
国
だ
っ
た
と
い
う
気
は

さ
ら
さ
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
が
活
躍
し
た
相
馬
は
、
当
時
の
日

本
を
代
表
す
る
邪
馬
台
国
と
並
ぶ
よ
う

な
先
進
性
の
あ
る
地
域
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

 

な
ぜ
、
い
つ
か
ら
〝
相
馬
〟
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

　

で
は
、
い
つ
か
ら
相
馬
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

鎌
倉
時
代
ま
で
の
史
料
に
は
、
相
馬

と
い
う
地
名
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
現

在
確
認
で
き
る
文
書
で
〝
相
馬
〟
と
い

う
文
字
が
初
め
て
出
て
く
る
の
は
、
建

武
元
年（
１
３
３
４
）に
書
か
れ
た「
津

軽
降
人
交
名
注
進
状
」
と
い
う
文
書
で

す
。
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
先
述
し
た
女

王
メ
ノ
コ
の
館
。
建
武
元
年
、
こ
の
館

を
舞
台
に
起
こ
っ
た「
持
寄
城
の
合
戦
」

が
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
合

戦
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
た
の
機
会
に

ゆ
ず
り
ま
す
が
、
こ
の
戦
い
に
敗
れ
降

伏
し
た
人
の
名
を
記
し
た
の
が
「
津
軽

降
人
交
名
注
進
状
」
で
す
。
そ
の
な
か

に
「
相
馬
入
道
子
息
法
師
丸
」
と
い
う

人
名
が
見
え
ま
す
。

　

こ
の
人
物
に
関
す
る
詳
し
い
史
料
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
得
宗

家
（
鎌
倉
幕
府
の
執
権
・
北
条
氏
の
嫡

特集　相馬のはじまり

　  先史時代から受け継がれる

  歴史と文化と人の心を未来へ
このページでは、毎回、相馬の魅力や関係深い出来事、
おもしろいことなど地域の価値を再確認していただける
ような特集テーマを取り上げ、協力隊が（できるかぎり）
綿密に調査・検証し、お届けします。



流
）
か
ら
地
頭
代
に
任
命
さ
れ
た
人
物

の
よ
う
で
す
。
地
頭
代
と
は
、
領
地
を

支
配
・
管
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

地
頭
職
の
代
理
の
こ
と
。
い
わ
ば
代
官

で
す
。
地
元
の
有
力
者
が
任
命
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、「
相
馬
入
道
子
息
法
師

丸
」
も
こ
の
地
の
住
人
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
相
馬
と
名
乗
っ
た
の
は
、

一
応
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
だ
っ
た
相

馬
氏
の
家
来
、
と
い
う
形
を
と
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
相
馬
と
い
う

地
名
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
根
付
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

平
成
の
大
合
併
で
弘
前
市
に
編
入
も

受
け
継
が
れ
る
〝
相
馬
〟
の
名

　

は
っ
き
り
と
「
相
馬
村
」
と
い
う
村

名
を
確
認
で
き
る
の
は
、
安
土
桃
山
時

代
の
文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）
の
検
地

帳
で
す
。
検
地
帳
と
は
村
ご
と
に
田
畑

の
面
積
や
人
口
な
ど
を
記
録
し
た
台
帳

で
、
そ
こ
に
は
「
相
馬
村　

二
三
四
石

一
斗
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
湯
口
村
は
五
一
一
石
八
斗
、
紙
漉

沢
村
二
七
〇
石
三
斗
、
五
所
村
一
一
九

石
一
斗
と
書
か
れ
て
い
て
、
現
在
の
町

名
に
相
当
す
る
村
が
す
で
に
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
村
名
に
は
由
来
が
あ
っ

て
、
た
と
え
ば
紙
漉
沢
は
長
慶
天
皇
ご

潜
幸
の
際
に
伝
え
ら
れ
た
紙
漉
き
の
技

術
に
、
五
所
は
長
慶
天
皇
の
御
所
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
水
木
在
家

は
、
長
慶
天
皇
に
お
供
し
た
水
木
兵
部

尉
堅
正
と
い
う
武
士
の
住
ま
い
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
そ
の
名
に
な
っ
た
と
か
。

　

現
在
の
相
馬
地
区
に
お
お
む
ね
相
当

す
る
旧
相
馬
村
が
誕
生
し
た
の
は
、
明

治
22
年
（
１
８
８
９
）
の
こ
と
。
新
た

な
村
制
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
湯
口
、

黒
滝
、
五
所
、
水
木
在
家
、
紙
漉
沢
、

坂
市
、
藤
沢
、
相
馬
、
大
助
、
藍
内
、

沢
田
の
11
旧
村
が
合
併
し
て
一
つ
の
村

と
な
っ
た
の
で
す
。
明
治
と
い
う
新
た

な
時
代
を
迎
え
正
式
に
「
相
馬
村
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
相
馬

の
代
名
詞
と
も
い
え
る
り
ん
ご
の
栽
培

が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
直
後
の
明
治

30
年
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
平
成
18
年
（
２
０
０
６
）、

い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
で
弘
前
市
に

編
入
。〝
相
馬
村
〟
と
い
う
村
名
は
消

え
ま
し
た
が
、
町
名
に
加
え
、
旧
相
馬

村
域
を
示
す
地
域
名
と
し
て
「
相
馬
」

の
名
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

持寄城跡
元弘３年（1333）、鎌倉幕府滅亡の際に再興を期す幕府方の武士
たちがここに籠城し、倒幕方を迎え撃った。籠城にあたり、地
元民などが武器や食料を持ち寄ったことからこの名がついたと
いわれる。「もちよせ」のほか、もちより、もよせ、もよりなど
とも呼ばれる。案内板の立つ山全体が砦で、かつてはメノコと
いう女性首長の館だったと伝わる（藤沢字野田 244-2）

石戸神社にある石堂
平安時代初期の大同 2年（807）、坂上田村麻呂による蝦夷討伐で討
ち取られたメノコの亡骸を埋葬し、大岩を重ねてその霊を鎮めたと
される石堂。その際に石戸権現を祀ったのが、石戸神社のはじまり
と伝わる。境内には、メノコが討ち取られた場所とされる清泉もあ
る。ちなみにメノコとはアイヌ語で女性のことだそうで、相馬のメ
ノコは神通力自在だったという（湯口字一ノ安田 70）



Information

～
掲
示
板
～

『相馬ジャーナル』では、掲示板コーナーに掲載するいろんな告
知を大募集しています。アルバイトの募集からイベントの参加者、
ボランティアなどの募集、さらには応援依頼、コンテストの実施
など、相馬の人たちに知らせたいことなんでもOK！ 詳細を下記
のメールまでお送りください。締め切りは実施日前月の15日まで。
メールのタイトルに「掲示板掲載希望」とお書きください。
souma.chiikiokosi@gmail.com

いろんな告知を大募集！

◆
集
え
！
〝
ね
ぷ
た
の
仲
間
〟
た
ち

相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会
が
、
令
和
５
年
度
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
に
向

け
、
ね
ぷ
た
の
制
作
・
運
営
・
運
行
な
ど
に
参
加
し
て
く
れ
る
仲
間

を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
相
馬
ね
ぷ
た
に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
と
い

う
人
な
ら
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
居
住
地
（
相
馬
地
区
以
外
、
県
外

で
も
可
）
は
問
い
ま
せ
ん
。
ね
ぷ
た
制
作
手
伝
い
、
7
月
30
日
の

町
内
運
行
は
、
相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
自
分
の
都
合
の
い
い
時
間
に
都
合
の
い
い
立
場
で
、
都

合
の
い
い
作
業
で
い
い
の
で
、
一
緒
に
相
馬
ね
ぷ
た
を
創
り
上
げ
て

く
れ
る
仲
間
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会

に
加
入
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
年
会
費
１
世
帯
（
何
名
で
も
）
１
万

円
の
会
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
は
、
下
記
・
福
嶋

直
人
会
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
く
に
大
大
募
集
な
の
が
、
お
囃
子
の
奏
者
。
笛
や
太
鼓
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
人
は
、
初
心
者
で
も
ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
一
か
ら
教

え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
要
は
や
る
気
し

だ
い
。
ね
ぷ
た
の
要
と
い
え
る
お
囃
子
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
き
ち
ん
と
指
導
し
ま
す
。

小
屋
掛
け
も
終
わ
り
、
作
業
に
も
い
よ
い
よ
熱
が
帯
び
て
き
ま
し

た
。
毎
日
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
「
紙
漉
き
の
里
」
前
に
あ
る

ね
ぷ
た
小
屋
に
集
ま
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
１
日
で
も
い
い
の
で
ね
ぷ
た
小
屋
に
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。

今
年
は
弘
前
ね
ぷ
た
も
感
染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
久
し
ぶ
り
に
本

格
的
な
祭
り
と
な
る
予
定
。
多
く
の
人
々
の
前
で
相
馬
ね
ぷ
た
が
一

番
だ
と
ほ
こ
れ
る
よ
う
な
ね
ぷ
た
を
、
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

《相馬ねぷた今後の予定》

7月23日（日）・・・本ねぷた紙貼り
7月30日（日）・・・町内運行（相馬発）※自由参加
8月 2日（水）・・・土手町（審査日）
8月 4日（金）・・・土手町
8月 6日（日）・・・弘前駅前
8月 7日（月）・・・ナヌカビ 片付け

相馬ねぷた愛好会年会費：１世帯＝10,000円
高校生・大学生＝3,000円

相馬ねぷた愛好会入会申し込み等の連絡先
相馬ねぷた愛好会会⾧・福嶋 直人 ☎080ー4418ー2380

ご不要になったねぷた用半纏はございませんでしょうか？
もしご自宅に眠っていて今後も使う予定がないという半纏が
ございましたら、ぜひ相馬ねぷた愛好会にご提供ください。
今年新たに参加する子どもたちにぜひ半纏を着せてあげたい
と考えています。ねぷた小屋までお持ちいただければ大変助
かります。よろしくお願いいたします！

ねぷた用半纏ご提供のお願い！

相馬地区の一大イベント・体育祭が、久々開催の方向で検討
が進んでいます。スポーツを通じて町会および相馬地区内の
親睦を深めることを目的としたこの体育祭は、今回で66回目
となる歴史深い大会。雨天による中止や新型コロナウイルス
感染症の流行により、開催となれば平成29年（2017）以来と
なります。
主催・主管する相馬地区体育協会では、感染症対策が緩和さ
れた今年こそ実施したいと開催する方向で協議を進めていま
す。現在、種目や競技時間などを含めて詳細を鋭意検討中で、
決定しだい発表の予定。なお、日時・場所はすでに以下のと
おりに決まっていますので、出場を希望される方は、予定に
入れておいてください。

日時：令和５年８月20日（日）
場所：相馬小学校グラウンド 写真はすべて平成29年度

相馬地区体育祭より



中央公民館だより

●
5
月
1
日
（
月
）

弘
前
市
役
所
本
庁
舎
に
て
行
わ
れ
た

着
任
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
櫻
田
宏

市
長
か
ら
、
「
ぜ
ひ
楽
し
み
な
が
ら

相
馬
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
辞
令
を
拝
受
い
た
し

ま
し
た
。

●
5
月
6
日
（
土
）

り
ん
ご
公
園
で
開
催
さ
れ
た
り
ん
ご

花
ま
つ
り
で
、
紙
漉
隊
に
よ
る
紙
漉

き
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。

●
5
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

千
葉
・
幕
張
で
行
わ
れ
た
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
初
任
者

研
修
」
（
総
務
省
主
崔
）
に
出
席
し

て
き
ま
し
た
。

●
5
月
24
日
（
水
）

り
ん
ご
公
園
で
行
わ
れ
た
「
初
心
者

向
け
り
ん
ご
研
修
」
（
ひ
ろ
さ
き
農

業
支
援
協
議
会
主
催
）
に
出
席
し
て

き
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
今
回
は
、

摘
果
の
研
修
で
し
た
。

●
5
月
31
日
（
水
）

相
馬
中
学
校
全
校
生
徒
に
よ
る
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
」
に
同

行
し
ま
し
た
。

●
6
月
6
日
（
火
）

相
馬
小
学
校
３
年
生
の
「
り
ん
ご
体

験
学
習
（
摘
果
）
」
に
同
行
し
ま
し

た
。

●
６
月
11
日
（
日
）

相
馬
ね
ぷ
た
愛
好
会
の
小
屋
掛
け
を

お
手
伝
い
し
て
き
ま
し
た
。

（
以
上
、
す
べ
て
加
賀
新
一
郎
隊
員
、

穂
坂
修
基
隊
員
）

【こうじ活用講座】
地域でまなぼう！食育講座いただきます
日 時：7月20日（木）10:00～12:00
場 所：調理実習室
参加料：1,000円
講 師：藤田美代子さん（芽女倶楽部代
表）澤田登美子さん（芽女倶楽部副代表）
※事前の申し込みが必要ですが、当日参加も
可能な場合がありますので、お問い合せ下さい。

【相馬で夏の紙漉き体験】
日 時：7月22日（土）、23日（日）
①10:00②11:00③13:00④14:00（各時間で予約
を受け付けます。）
場 所：交流センター紙漉の里
参加料：200円
講 師：紙漉き隊 大場良子さん、成田順子
さん、清野洋子さん、田中ゆり子さん

【夏休み宿題お助け隊！】
日 時：7月24日（月）10:00～15:00
場 所：相馬ふれあい館
日 時：7月25日（火）、26日（水）10:00～
15:00
場 所：中央公民館相馬館
参加料：無料
講 師：穗坂修基さん（地域おこし協力隊）、
金崎文行さん・佐久間結華里さん（ともに弘前
市少年指導員）

【児童と高齢者の世代間交流会】
（相馬地区社会福祉協議会と相馬子
ども会育成協議会と共催事業）
日 時：7月28日（金）10:00～
場 所：中央公民館相馬館 ⾧慶閣
参加料：無料
※内容については検討中です。

ご予約・お問い合せは中央公民館相馬
☎0172-84-2316まで！

7月の
大募集

弘前市相馬地区
公式WEBサイト

穂坂隊員
Instagram

加賀隊員
Instagram

こうじを身近に取り入れてより健康に 子どもから大人まで楽しめます

先手必勝！ 夏休みの宿題をやっつけよー！
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大募集！
編集部では、相馬の皆さんの声を大募集しています。
たとえば……
・『相馬ジャーナル』についてのご意見・ご感想
・取り上げてほしいテーマ
・「飛馬ン（ヒューマン）」「僕の夢私の夢」への登
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ロ
ー
ド
バ
イ
ク
と
い
う
自
転
車
に

乗
る
の
が
趣
味
な
の
で
、
ペ
ダ
ル
を

漕
ぎ
な
が
ら
相
馬
を
感
じ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
か
ら
遊
び
に
き
た
彼
女
と

は
、
羽
根
山
（
農
村
公
園
）
に
行
き

ま
し
た
。

相
馬
地
区
を
一
望
し
な
が
ら
、

「
な
ん
で
相
馬
っ
て
い
う
名
前
な
ん

だ
ろ
う
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。
「
武

家
の
相
馬
氏
や
、
福
島
県
相
馬
市
、

新
潟
県
新
発
田
市
相
馬
と
関
係
が
あ

る
の
か
も
ね
～
」
と
言
っ
て
会
話
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
結
局
地
名
の
由

来
は
現
在
も
分
か
ら
ず
じ
ま
い
で
す
。

相
馬
の
名
前
の
由
来
を
ご
存
知
の
方

は
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
協
力
隊
で
あ
る
穂

坂
修
基
が
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
相
馬
を

走
っ
て
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
て

思
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
次
号
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
！

サ
イ
ク
ル
日
記

【
予
告
】
教
員

経
験
を
活
か
し

て
、
放
課
後
の

学
習
サ
ポ
ー
ト

（
も
ち
ろ
ん
タ

ダ
で
す
）
を
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
詳
し

い
情
報
は
今
後

発
信
し
ま
す
。

相馬郷土史研究会をつくりたい‼

相
馬
地
区
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
て
、
２
ヶ

月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
相

馬
に
越
し
て
か
ら
は
お
よ
そ

４
ヶ
月
。
少
し
ず
つ
な
が
ら

相
馬
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て

き
て
思
う
の
は
、
「
こ
の
土

地
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

長
年
、
歴
史
雑
誌
の
編
集

に
携
わ
っ
て
き
て
僕
が
と
く

に
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
、

日
本
と
い
う
国
の
起
源
で
す
。

近
年
は
ゲ
ノ
ム
解
析
な
ど
の

技
術
が
進
ん
で
、
日
本
列
島

に
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
い
き
お
い
、
地
域
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

根
付
い
て
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を

知
る
こ
と
は
、
地
域
の
価
値

を
認
識
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。
今
回
、
特
集

で
「
相
馬
の
は
じ
ま
り
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
の
は
、
本
誌

が
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん

に
あ
ら
た
め
て
相
馬
の
価
値

を
認
識
し
て
も
ら
う
手
助
け

に
な
れ
ば

、

と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
相

馬
の
歴
史
に
ふ
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
相
馬
に
つ

い
て
書
か
れ
た
鎌
倉
時
代
以

前
の
史
料
は
な
く
、
起
源
に

つ
い
て
は
杳
と
し
て
知
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
地
域
か
ら
は

縄
文
時
代
の
遺
物
も
多
数
出

土
し
て
い
て
、
か
な
り
古
い

時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

津
軽
初
の
寺
子
屋
跡
と
さ
れ

る
史
跡
も
あ
っ
て
、
青
森
圏

域
で
も
か
な
り
先
進
的
な
地

域
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
含
め
て
相

馬
の
歴
史
を
ツ
ラ
ツ
ラ
と
調

べ
て
い
く
研
究
会
の
よ
う
な

も
の
を
い
つ
か
つ
く
り
た
い
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
思
い
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り
堅

苦
し
く
は
考
え
ず
、
ま
ず
は

史
跡
め
ぐ
り
や
伝
承
集
め
と

い
っ
た
〝
お
遊
び
〟
か
ら
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？


